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1. はじめに 筆者らの属する研究グループは，

層厚 2～5m，N 値 5～20，深度 13～25m の上部更

新統に属する三田川層中の地下水流向・流速を

計測してきている 1),2)．本報では,計測に用いて

いる観測井の特徴について述べるとともに，熱

量式地下水流向・流速計 3)を用いて計測した三

田川層中の地下水の流向・流速について検討し

た結果を述べる。 

2. 観測井の設置箇所と特徴 図-1 に観測井の
設置箇所を示す．同図における 4箇所の観測井
のうち，青丸の 2箇所は 2007年度末，赤丸の 2
箇所は 2009 年度に設置されており，東から西
にかけて嘉瀬地区の観測井，以下同様に久保田

地区 1，久保田地区 2，芦刈地区の観測井とそれ
ぞれ呼んでいる．かつ，これらの観測井は環境

調査の一翼も担っている 4)．写真-1 に示すよう
に，各観測井の先端には，三角形の断面を有す

るウエッジワイヤーおよびサポートロッド構造

（スロットサイズ 1.0mm，開口率 30%）の目詰
まりのしにくい水平連続 Vスロット形巻線スク
リーンを用いている．当該スクリーンの延長は

2m である．図-2 に観測井の設置方法を示す．
観測井の設置に際しては，地表水や上位の軟弱

完新統からの浸水を防ぐために，本井であるφ65VP管の外周にさらにφ116ケ
ーシングを上位の完新統中かつ三田川層表面から 1m 程度のところで打ち止め
るように埋設し，両者の間に生じる隙間にはペレットベントナイトを充填した二

重管方式により保護に努めている． 
3. 熱量式地下水流向・流速計の仕様 周知のように，熱量式地下水流向・流速

計は計測器に内蔵されたヒーターにより地下水を温め，計測器の円周上に設置さ

れた温度センサーにより地下水の温度を計測し，この変化から流向と流速を求め

るものである．本検討では，写真-2に示す 1.7×10-4cm/secから 1.7×10-1cm/sec
の適応流速範囲を有し，温度センサー周辺の対流現象を抑えるスポンジ，さらに

孔内上下の対流現象を抑えるパッカーが付加されたものを用いた．当該計測器の

加温による水温上昇は 2℃であった． 
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図-1 観測井の設置箇所 
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図-2 観測井の設置方法
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4. 計測結果と考察 図-3 に流速の計測
結果の一例を示す．全ての観測井において，

流速は測定開始から 10～100 分程度でほ
ぼ安定した値が得られた．また，表-1に示
すように観測井の位置および時期の違い

を問わず， ほぼ 1.0～4×10-4cm/secから
1.0×10-3cm/sec の範囲で値が得られるの
がわかった．他方，図-5に示す流向の結果
について，2008 年度の計測結果ではほぼ
陸側から海側への計測結果が得られたの

に対し，2009 年度の計測結果では海側か
ら陸側への計測結果が得られた．流向につ

いては季節的，あるいは経年的変化を伴う

可能性が示された． 
5. まとめ 熱量式地下水流向・流速計の

適用により，一見地下水流動が生じていな

いとみなされがちな佐賀低平地の三田川

層においても流向・流速が生じている可能

性を示したことが新たな視点といえる．今

後は計測器の性能に関する室内検証を重

ねるとともに，現地での測定回数を増やし

て季節的・経年的変化を検証するためのデ

ータの蓄積を行うことが必要と考える． 
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写真-2 熱量式地下水流向・流速計 
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図-3 流速の計測結果（2009年 12月） 
表-1 各観測井における流速の値（×10-4 cm/sec） 
場所／

日付 
’08年
8月 

‘08年
10月

‘08年
12月

‘09年
3月 

‘09年
12月

‘10年
2月 

嘉瀬 
地区 41 ― 10 3.6 1.0 2.8 

久保田

地区 1 4.0 4.0 3.0 ― 3.8 2.5 

久保田

地区 2 ― ― ― ― 2.6 1.9 

芦刈 
地区 ― ― ― ― 3.3 2.8 

 

図-4 各観測井における流向の値 

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-346-

 

Ⅲ-173

 


